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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

「人の健康、都市の健康」

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施

（
広
告
）

（
広
告
）

　

本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

申
請
受
付
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
、
浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る
人
は
次
の
定
期
的

な
維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

・ 

保
守
点
検
（
浄
化
槽
の
処
理
方

式
や
規
模
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
回
数
）

・
法
定
検
査
（
年
１
回
）

★ 

環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
３
、

環
境
産
業
課
☎
72
１
３
３
４

　

12
月
１
日
を
基
準
日
に
、
住
ま

い
と
生
活
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、

全
国
で
平
成
25
年
住
生
活
総
合
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
ま
す
。
お
住

ま
い
の
地
域
が
調
査
対
象
に
な
っ

た
際
は
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
に
か
け
、
埼
玉
県
知
事
が
発
行

し
た
写
真
付
身
分
証（
調
査
員
証
）

を
携
帯
す
る
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容

は
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
多

く
の
人
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

設
定
し
、
専
用
相
談
電
話
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
程　

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

本
庄
市
浄
化
槽
設
置
補
助
金
、

申
請
受
付
の
終
了
に
つ
い
て

時 

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
（
23
日
㈷
及
び
24
日

㈰
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
）

相 

談
電
話　

☎
０
５
７
０―

０
７

０―

８
１
０

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
４
８―

８
５
９―

３

５
０
７

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
を

～お詫びと訂正～
　広報ほんじょう10
月号26ページの豪華
絢爛！秋を彩る山車
まつりの写真注釈に
誤りがありました。
ここにお詫びし、訂
正します。
誤　新町の山車
正　新町の屋台
★秘書広報課☎㉕1155

　先日、諏訪中央病院名誉院長の鎌田實先生のお話
しを聞く機会がありました。地域医療に長い間かか
わり、東日本大震災の被災地においても精力的に支
援活動をされている人です。
　講演内容は「健康」について考えさせられるもの
でした。健康といっても、病気をしないとか長寿で
あるということ（もちろんそれは大事ですが）だけ
でなく、もっと言えば病気の人や重い介護状態の人
にも、その人なりの「健康」があるはず、つまり「生
きがい」のある人生こそ健康な人生といえるのでは
ないかとのお話しでした。
　講演は「都市の健康」という話にも及びました。
都市の健康のキーワードは、まさに「生きがい」と、
人を結びつける「絆」であるというのです。
　興味深かったのは、「セロトニン」と、「オキシト
シン」という二つの「幸せホルモン」の話です。セ
ロトニンはおいしい食べ物や美しい風景、芸術など

に感動することで体内に分泌される、自分自身の幸
福感を感じるホルモンです。日頃からちょっとした
ことに感動することで分泌されやすくなるセロトニ
ンは、今や100万人とも言われるうつ病の治療や予
防にも効果があるそうです。
　オキシトシンは赤ちゃんにお乳をあげている母親
の脳内に分泌され、炎症を抑え、ストレスを緩和し、
その人の生きる力となるホルモンですが、実は子育
て中の母親だけでなく、人間が他人の役に立とうと
している時にも分泌されることが分かってきたそう
です。つまり相手の身になることは結果として自分
自身に活力を与えることになる、そのメカニズムが
このオキシトシンによって説明できる、ということ
でしょうか。
　感動を大切に、相手を思いやり支えあう、それが
また人々の生きる力を生み出す、そんな生きがいの
ある健康な本庄市を、みんなで創って行きたいですね。

お
知
ら
せ



（
広
告
）

（
広
告
）
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平
成
25
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
25
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
）

　
『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

期
間　

11
月
９
日
㈯
〜
15
日
㈮

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

② 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
〜
３
つ
の
習
慣
、
４
つ

の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　

本
庄
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を

願
い
、「
本
庄
市
青
少
年
健
全
育
成

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日 

時　

11
月
30
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜

会
場　

セ
ル
デ
ィ

参
加
費　

無
料

内
容

○ 

地
域
活
動
発
表
（
児
玉
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
）

○
青
少
年
の
主
張
発
表
・
表
彰
式

○ 

青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
賞
者

表
彰
式

○ 

青
少
年
・
青
少
年
育
成
者
等
功

労
表
彰
式

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８
・

Ｆ

㉓
１
６
７
７

日 

時　
11
月
30
日
㈯　
午
前
11
時
〜

正
午

対 

象　

幼
児
（
３
歳
以
上
）・
小
学

生
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
徒
歩
又

は
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

用 

意　

は
し
、
お
わ
ん
（
割
れ
に

く
い
も
の
）

申 

込　

11
月
16
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
も
ち
つ
き
大
会
当
日
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
。

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

｢
本
庄
市
青
少
年
健
全
育
成
の

つ
ど
い
」
を
開
催

　

４
月
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
舟

を
編
む
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

辞
書
（
舟
）
を
編
集
（
編
む
）

す
る
人
た
ち
の
感
動
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
見
て
い
な
い
人
、
も
う
一

度
見
た
い
人
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日
時　

12
月
７
日
㈯

　

１
回
目　

午
前
10
時
〜

　

２
回
目　

午
後
２
時
〜

※
そ
れ
ぞ
れ
開
始
30
分
前
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ

定
員　

６
０
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ

い
も
ち
つ
き
＆
焼
い
も
大
会
」

を
開
催

セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
を
開
催

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
た
か

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
児
玉
郡
市

内
の
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
置
が
必
要
と
な
る

の
は
寝
室
で
す
。
ま
た
、
寝
室
が

２
階
な
ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に

も
設
置
が
必
要
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防
災

設
備
の
取
扱
店
等
で
購
入
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防

本
部
（
署
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

催　

し


